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1　はじめに
　タキストスコープは視覚刺激を瞬間的に提示する装置であり、人問工学や心理学の分野亡の人間の視覚に関
する研究において重要なデータを採るために欠かせない装置である。正確な実験を行うためには1／lOOO秒の精
度で任意の時聞照明を点灯したり消灯したりすることができなければならない。今回は高輝度の白色発光ダイ
オードを用いてタキストスコープの製作を試みた。
2　タキストスコープの構成
タキストスコープは図1，2に示すような刺激提示装置と制御装置とから構成されてい乱
刺激提示装置
　ハーフミラーと発光ダイオード20個を12mm間隔で取り付けたLEDボード4枚を内部に取り付けて製作した
（図1）。LEDボードAとBが点灯していてCとD赤消灯していると・きは刺激1が提示され、CとDが点灯していてA
とBが消灯しているときは刺激2が提示される。
制御装置
　74LS192を用いて作成した4桁のP肥昌創t誼ble　Sym㎞ono咀呂Upのow皿BCD　C㎝皿屹丁’（以後カウンターと記す）を内
蔵Lている（図2）。
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3　動作および回路図
　制御装置の回路図を図3に示す。サーミルスィッチによりカウンターをプリセットする値を設定するい則定
開始ボタンを押すとカウンターがプリセットされ、S巴t－R鵬t一冊p－P1即（以後フリップフロップと記す）がセッ
トされ、LlヨDが点灯し、カウントダウ！が開始される。カウンターの値がOになるとフリップフロップがリセ
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ットされ、LEDが消灯する。LED用直流電源の電圧を変化させることによって明るさを調節することができる。
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4　おわりに
　今回使用した白色発光ダイオードの型番はOSWT5161Aである。これは青色発光ダイオードの発光面に白色
光を放射する蛍光物質を塗布したもの（シンチレーションタイプ）である。
　ほかの方法で白色光を得るには赤（R）、緑（G）、青（B〕の各色の発光ダイオードを同時に点灯すればよ
い。ひとつのパッケージの中に3色の発光ダイオードを封じ込めたものが発売されている（EP204K－35RGB）。
赤・音・緑の発光ダイ才一ドに一台ずつ直流電源を用意してそれ争れ切輝度を独立ド調節すれば任意の明るさ
のしかも任意の色の照明による測定ができる口これを用いてタキストスコープを製作すれば今までできなかっ
たような条件そ実験を行うことができるようになる。今までのところこのようなタキストスコープを作成した
という報告は見当たらないので、作成を試みる所存である。
　また、クロック周波数を上げることによりさらに精度の高い実験を行うことができるので視覚イメージ形成
に必要な時間を正磁に測定することがセきるようになる。
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